

取扱説明書 


LE-101 A スピーカーエンク〇—ジヤー 


このたびは、パイオニアのスピーカーエンク□ージャー 
LE -101 A をお買い求めいたださまして、ありびとラござ 
います。 

このエンク□ージャーは、パイオニア創業70周年記念と 
して発売したフルレンジスピーカー 「 PE - IOIA 」 の専用エ 
ンク□-ジャーです。コンパクトなびら 「 PE - IOIA 」 のパ 
フォーマンスを最大限発揮します。音楽鑑賞をはじめ、各 
種音響機器のモニター用として、机の上や本棚に置いて気 
軽にお楽しみ < ださい。 

本機の機能を十分に発揮させるために、必ず取扱説明書を 
最後までお読みください。また、お読みになったあとは保 
管して、使用中に分からないことび生じた場合にご利用くだ 
さい。 


—安全に正しくお使いいただくために一 

給表示について 

この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に 
正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や 
財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵 
表示をしています。その表示と意味は次のようになっ 
ています。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 


A を意 


絵表示の例 


この表示を無視して、誤った取 
り扱いをすると、人び傷害を負 
ラ可能性び想定される内容およ 
び物的損害のみの発生び想定さ 
れる内容を示しています。 


A 

0 

〇 


A 記号はま意（警告を含む）しなければなら 
ない内容であることを示しています。 


&記号は禁止（やってはいけないこと）を示 
しています。 

♦記号は行動を強制したり指示したりする内 
容を示しています。 


ご巧用の前に 


A スピーカーを過大入力による破損から守るため下記 
^のま意事項をお守り <ださい。 

• 許容入力！;^上の入力を入れない。 

• ピンプラグの抜さ差し時はアンプの電源を OFF 
にする。 


• グラフィックイコライヴーで高音を大幅に増強す 
る場合、音量を上げ過ぎない。 

• ル出カアンプで無理に大さな音を出さない(アン 
プの高調波歪び増え、スピーカーを破損すること 
びあります)。 


A ミ主意 


設置 

0 . ぐらついた台の上や傾いたところなど、不安定 
な場所に置かないでください。落ちたり、倒れた 
りしてけびの原因となることびあります。 

A . テレビ、オーディオ機器等に本機を接続する場 
合は、おのおのの機器の取扱説明書をよく読み、 
電源を切り、説明に従って接続してください。ま 
た、接続は指定のコードを使用してください。 

0 * 本機の上にテレビやオーディオ機器を乗せて移 
動しないで < ださい。倒れたり、落下してけびの 
原因となることびあります。 

使用方法 

0 . 長時間音び歪んだ状態で使わないで < ださい。 
スピーカーび発熱し、乂災の原因となることび 
あります。 

0 . 本機に乗ったり、ぶら下びったりしないでくださ 
し、特にお子様はごを意ください。倒れたり、壊れ 
たりしてけびの原因になることびあります。 

0 * 本機の上に重いものや外枠からはみ出るような 
大さなをのを置かないで < ださい。バランスび 
<ずれて倒れたり、落下してけびの原因となる 
ことびあります。 

0 . 組み立て、取り付けの不備、取り付け強度不足、 
誤使用、改造、天災などによる事故損傷について 
は、当社は一切責任を負いません。 


(53 設置上の注意 


• 壁や天井に取り付けたり、棚の上など高い所に設置しな 
いでください。グ IJ ルは取り外し可能な構造なので、さ 
ちんと取り付けていないと、グ IJ ルび外れて落ちたりし 
てけびの原因になることびあります。 

• スピーカーシステムは重いため、不安定な場所に設置す 
るのは大変危険ですのでおやめください。 


音のエチケット 


画 

I 音のエチケット I 


楽しし宿楽も時と場所によっては気になる 
をのです。隣近所へのおをいやりを十分に 
いたしましょラ。ステレオの音量はあなたの 
必びけ次第で大きくもルさくもなります。 
特に静かな夜間にはルさな音でも通りやす 
いものです。夜間の音楽鑑賞には気を配りましょラ。近所へ音 
び漏れないように窓を閉めたり、ヘッドホンで聴くのも 一つの 
ち法です。お互いに必を配り、快い生活環境を守りましょう。 















Q 使用上のを意 

• 本機はキャビネット表面に天然木の突板(および集成材) 
を使用しております。直射日光のあたる場所や、暖房器 
具の近くには設置しないでください。天然木の収縮によ 
るキャビネットの変形、変色およびスピーカーび故障す 
る原因になります。 

スピーカーユニット ( PE -101 A ) の取り付け 


• スピーカーユニットの取り付けは安定した場所で、キャ 
ビネットの底面にじゅうたんなどを敷さ、バッフルを上 
向さにして行ってください。けびの原因になることびあ 
ります。 

1.取付パッキン(スピーカーユニットに付鳳を、ス 
ピーカーユニット裏面の所定の位置に合わせて置 
さます。 


取付パッキン 


ネジ巧にかからないよラに合わせる 

2.キャビネットのコードをスピーカーユニットへ接 
続します。 

©側のライン入りコードをスピーカーユニットの®側(茶 
色の端テ)へ、©側のコードをスピーカーユニットの©側 
へ接続します。 




3.キャビネットのネジ穴に合わせてスピーカーユ 
ニットを設置し、スピーカーユニットに付属のネ 
ジ、スプリングワッシャー、平ワッシャーを使つ 
て4力所を固定します。 



アンプとの接続 


1. アンプの電源スイッチを切って<ださい。 

(POWER OFF) 

2. キャビネット背面の入力端子とアンプのスピー 
カー出力端子を、スピーカーユニットに付属の接 
続コードで接続します。 ® 端子はライン入りコー 
ドで、©端子はライン無しコードで接続します。 

①接続コードの被覆をは③手で入力端テのツマ三を左(〇) 
びして先端をまとめる。 に回して緩め、接続コードの先端 

を端テの巧に差し込み、ツマ三を 



ライン無しコード 
アンプの スピーカー 
出力端子の©へ 

ライン入りコード 
アンプの スピーカー 
出力端子の®へ 

•端テに接続したあと、コードを軽く引いて、コードの先 
端び端テへ確実に接続されていることを確認してくださ 
し、。接続び不完全だと、音びとざれたり、雑音の出る原 
因となります。 

• コードの芯線びはみ出して、芯線どうしび触れたりする 
とアンプに過大な負荷び加わって動作び停止したり、故 
障することびあります。 

• アンプと接続したとさ、スピーカーシステム(左ちどちら 
か)の極性什、一促間違って接続すると、正常なステレオ 
効果を得ることびでさません。 
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すべり止めの取り付けかた 

設置する場所に応じて、付属のすべり止めを使用してくだ 
さし、すべり止めは、キャビネット底面の四隅に貼り付け 
てご使用ください。ただし、設置する場所によって、すべ 
り止めの効果び不十分になることびありますので、すべり 
やすい場所には設置しないでください。 


このスピーカーエンク□ージャーのキャビネットの仕上 
げには、天然木材び使われています。このため、塩ビ化 
粧材などに比べ色の離や深みなど素晴らしいものびあり 
ます。これらは天然材のため2つと同じ柄のあるちのは 
を在しません。この点をお含みくださり、ご使用をお願 
いいたします。 


キャビネット底面 



グ IJ ルネツトの着脱 


グ IJ ルネットを着脱するとさは、次のように行ってください。 


1. 取り付けるときは、 
グリルネットの四隅 
にある突起部を本 
体の穴に合わせて、 
押し込みます。 

2. 外すときはグリル 
ネットの下側を両 
方の手で持ち、手 
前に軽く引っ張って 
グリルネットの下側 



フレームの 空間び 
広い方を上にする 

グ U ルネットには上下び 
ありますので、取り付け 
の際ごを意ください。 


を夕+します。 


3.同じように、グリルネットの上側を手前に引っ張 
るとグリルネットは本体か5外れます。 


お手入れについて 


通常は、柔らかい巧でからおさしてください。巧れびひど 
い場合は水で日〜目倍に薄めた中性洗剤に柔らかい巧を浸 
してよく絞ったあと、巧れをおさ取り、そのあと乾いた巧 
で拭いてください。アルコール、シンナー、ベンジン、殺 
虫剤などび付着すると印刷、塗装などびはげることびあり 
ますのでごを意ください。また、化学ぞうさん等をお使い 
の場合は化学ぞラさん等に付属のを意事項をよ<お読み< 
ださい。 

仕様 

形式 . 位相反転式ブックシェルフ型 

内容積 .4.2 e 

外形寸法 

•.. 1己4 (幅 ） mm X 246盾さ ） mm x 204 (奥行 ） mm 
質量 .2.0 kg (グ U ル取付時） 


サービス用 部品番号 


部品名 部品番号 

グ IJ ル . SMG 1911 

入力端テ板 . SKX 1074 

バッジ . SAM 1489 

キャッチ . SLH 1097 

バインドツインネジ3.已 . SBA 1190 

すべり止め . SEC 1964 

ポ IJ 袋 S 日（すべり止め用） . SHL ]2 已9 

ポ IJ 袋 S ] (グ IJ ル用） . SHL 1414 

ポ IJ 袋 S 2 用ス扱説明書用） . SHL 129 已 

ポ IJ 袋 S 3 (本体用） . SHL 1401 

プ□テクター(上） . SHA 232 已 

プ□テクター(下） . SHA 2326 

取扱説明書 . SRA 147 已 

外装箱 . SHG 2842 


特性図 ( PE - 101 A 組み込み時） 


出力音圧特性 
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周波数 (Hz) 



周波数 (Hz) 


付属品 

すべり止め . 4 

グ U ルネット . 1 

取扱説明書 


• 上記の仕様および外観は改良のため予告な<変更するこ 
とびあります。 
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< 各窓口へのお問い合わせの時のごを意 > 

r0120J で始まる IP フリーコールおよび画フリーダイヤルは、 PHS 、 携帯電話などからは、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 


商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓□およびカタ□グのご請求について 


カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜 9:30 〜 1 致 00、 

±曜 • 日曜-祝日 9:30 〜 12:00、 

13:00-17:00 (弊社休業日は除く） 

♦家庭用オーディオ/ビジュアル商品 

■原！ 0120 -944-222 

国一般電言舌 03— 已 496 — 29 呂 6 

■ファックス 

日 3-3490- 曰 718 


■インターネットホームページ 

http://pioneer.jp/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書を一度ご覧になり、故障かどラかご確認ください。 

それでち正常に動作しない場合は、①型名②ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 

修理についてのご相談窓 □ 

• お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 

修理受付センター 

受付時間月曜〜金曜 9:30 〜 19:日日、 ±曜•日曜•祝日 9:3日〜12:日日、13:0日〜] 8:日日 （脾社休業日は除く） 

■電話 函 0] 2日-己- 8] 028 ■-般電話 03-5496-2023 

■ファックス 函の 0120-5-81029 

■インターネットホームぺージ http://pioneer.jp/support/repair.html 

※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄サービスステーション（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜 9:3日〜1 泣 日日 （±曜•日曜•祝日-弊社休業日は除く） 

■-般電話 098-879 -1910 

■ファックス 098-879- ] 352 


部品のご購入についてのご相談窓口 

♦部品（付属品、 IJ モコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜9:30- 

-]狂0日、±曜 • 日曜-祝日日:30〜12:00、 

13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

■電話 

函 . 012日-已-810日已 

画一巧受電言舌〇已38—43—]] 6] 

■ファックス 

函 E 日12日- 5-81 日96 



平成20年已月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 V 0 し028 
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